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〈研究紹介〉

宇宙空間プラズマの直接計測

:十:'I~~ 干~I 学羽|究所町田 忍

私の行っている f1: 'J'; は‘宇宙空 1 1I j，七として太

陽系 lλl に存イ l する 'I[ 脈災体(プラズマ)の悦質や，

それらによって仙成される地 j，位や fdjtl の俄気|舗の

机店に|射する研究である。とりわけ.プラズ 71'1

体を I白抜測定する 'J'; に，，" I~ )t 引を hい、て"If'先をj.ffiめ

ている。まず.その様なプラズ 7を.いかむる }j

法によって測定するのかといっ 4から百円を始めよ

Y 。

1><11-a に g~J-\:(I~) にその il!l l~1 阜県を η、すが.セン

サ一人円のコリメータ部によって lJIJ! i'を l見返し，

その限定された }j ,{'j iJ' 句人射するフラズ 7*-" I を.

その後段に設けた Mt1li:アナライザ i慌に導入する。

アナライザーの電似 [1l~ としては球 Jfj，円筒 Ifム紘

形あるいはそれらをト具合さぜたものが干{1 1 する o

i l!l l定刈象がイオンて'あれば，外 II叶屯鰍のほ i立(:t:

-1

テンンヤ jレ)を|人III刊のものよりも向くする。たい

ていのイオノは.'st似にぶつかって阿紡介によっ

てii'i減してしまうのてdあるが、 うまくこのポテノ

y ャノレによる }j と Jill動に1'1' -j;主心力がつりあった

エネルギーを訂した成分は、内と外的fIT:似によっ

て f止まれた討iJ戒を泊過して Micro-Channel Plat.e

(MC ド)までやってくる。実際には、アナライザ

ーのJ山i品特性を ~11i.iじする為にーその liii!去にスリァ

トを，;生けたり.太陽紫外線がアナライザーの内部

まて1虫iL込んで、 ll極か均一1t氾-(を発 'Iーするので.

lω0ポ Jルレ H'れ'IU

ネズミ 1泌必しの盈裂j 訂制l てで“‘ 'Ji:.'， 正 f が MCP に1'lJ 述し

ないよっ， 1 犬する。';li:イを制定する場介には.

それがれの l正仰を持っているので.内と外的flI極

にリえる 1正 fjf の極1'1 を J且にす I LlHミ L 、。 MC I'はい
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わゆる先端素チのー純である。詳細lは省くが. 、

れによって，京'old，;! (I .60XI0- 19 ;7一口ン)もし

くは.その枚数h'~iの 'iIi: 1~:i を 10' f，!ljtWII~i ，i L ，ピコク

ーロノのオーダーの屯引のパルスとする，jiができ

る。 Me?の代わリにチャンネルトロンを用いる4

b あるが.35は.こうして，微小なncrやイオン

を一例一個，丹念に数えるというのがi1\l1定の!足後

(?lて4ある。

また. イオノに IllI しては.エネノレギーを求める

と 1"111与に.それが水者 1.( f のイオンであるか.は

たまた， ~左京以 f のイオンであるか.あるいは.

それらが組合わさった分子のイオンであるのかの

減目I]が可能ならば.現象を#える上て:.ill嬰な乎が

かりが伴らiLるがになる。それは， f:刈え 1%，限|トb

の械に峨れを 'dIM\[i1 1の後 lニ 1泣くーI>によ勺て i主成さ

れる。 1~:rl l.i:約 f にはローレンツ})とい-j 1)が作用

するが. 司1 い草~~ (-ほど.その }j の信三宮i を受けにく

く ι線通勤をしようとするので. Me?のどの部分

に粒 f が飛び込んだかをアノードによる付首相irH\

によって知れば，イオンの般日II を行うニとができ

る。また.先に述べたーエネルギ一分析のみを行

う|療には. f\;j世検 HIIの必裂はむしアノードで何

られるハルスをカウントするだけで良い。 Me?的

人力と:1I}j rH~には3000Vf'"I.且のfL: J-t.を加える必裂

がある.また‘ l勾と外の.;u傾に加える '， W+. に Illl し

ては.測定対象に応じたモードの iiitEK に iNn する

のは，勿，論であるが.数 Vから数 1000V の HlIを 300

msecf'{J !rの刷lU I て官 'j .i単に ·hl:· づ|して司 1ムい範凶のエ

不ルキ一分布を測定するのが一般的である。

|コ 'J メヲ

M
f
F図 1-b

過 iょの 101 4'の科学術JI~.に侍，I在したプラズ7計川1

?i::のFfiどは.上に述べた07.J1J!に)，~づいて設計 製

刊されたものであリ，いまではrすいせいJ rお

おぞりJ rあけぼの』などに僻峨されたプラズ"7dl

illil :r.iによって.高外国にJf:j を。If;.べる1'1の高いデー

タが取得されている。その良質のデータを用いて.

li者らは研究をエンジョイしている。次に，.f''/'た

ちが最近おニなった研究成*の一端i を紹介したい。

rあけばの』によってオーロラ1mj車中;，子が生成す

る際に脱州される屯チの分布|則数に附J皇した{十ιJ>

て'ある.

オーロラのIJll j車領域には.磁力説tに沿って.大

きな屯1立廷が生じていて.電子を数r'i!iチポノレトー

時には、-!J屯f ボルト以上に加速する'·JLI;'tnら

方ロラm'予
m遼観桜

ズーロヲ

調R・E・
「一昭2豪、 図-2
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れている(図 2 参目的。『あけぼの』で得られた観

測データを解析した結栄.その械な峨1) 料iに沿っ

た屯品川f存イ1 する ιJ~を確認するとともに.一万て:

従米か句予定!されていた安定な. n'l ち時間的に変

化しない ifl総力線電場のみて.>J.'<.加速領域の桃

iiEの時間変化をとり入れたモデルを巧える必要の

ある併を}~いだした。閃3-. に rあけぼの』のプ

ラズマ粒 f計抑l総によって得られた分布のーW，)を

小すが.ご覧の僚に縦 }]ri.)に引き{巾ばされた構造

をもっている。図3-b には.われわれが計算機に

よって行ったモデル員|りの結果を市す。さて，こ

の計算では.高度12000kmから9000畑町 laJに一様な

屯t~; (HIJ ち.線形的に雫nn分布した屯気ポテンン

ャノレ)を初期fil) 0 から 2.33mV/m. iiI: って. 1'， ·~J立

12000km から 9000kmの聞に， )品Ill:終的に 7初0∞0∞0ポノルレトの

電{位立差が加わる様にしながら 2初0∞0∞0∞01例附の粒 f を依

気樹につ立がる卜

道を;計十算によつて迫い 2 秒後の分布を両度 9000

kmの所てF求めたものである。向画自賛であるが，

われわれの ~tn;M 栄は，実際に臨!il/l l された分布の

特徴をよく表現している。

定子の速度分布関数が磁力線方向に引き延ばさ

れた.単なる現象として従えるだけでは，.u逮の

みいだしたものは，それほど選裂ではないのであ

るカペ Auroral KilomclricRadiation(AKR) と

名付けられた地球から放射される段も強度の高い

屯披が.この分布院|数の ~H 現に 1'1 って'I':成される

らしい :I'd.> 句会〈示唆されておリ，もしそれが事

尖だとすれば，大変而白い半になる.

店、は.主として，太陽系の中に存拍ーするプラズ

ト+--+1111
・四叩叫
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7研究を行っていると述べた。しかし，対象とし

ている物理過位は，単に.地球周辺のみで 1・< .

Ji;<恒星 IB1~ r..1"lや中 it f)，l.等の周辺て'起こる現象

を含んでいる。例えば. トーの極域て'の粒 f加速や

それに 1'1'った~Il磁波の発生は 'I'性子原パルサーの

'ftI峨 Wi放射機怖と閃 jill しているといわれている。

また.多くの反体に見られる無衝突衝繋波や総場

再結合等の現象むそういった対象に数えられる.

怠達は，現在， GEOTAIL術}誌のifち上げへ向け

て着々と準備を進めているが.この1街原では司総

f品再結合が起こるといわれている地球磁気閤It部

や磁公閤前 IHIの 1!I，F，衝突信I繋波の存伝する部分を通

過するので，今から.どのような成米が出るか.

楽しみである。

その一方で，火 jl~.探査&1-[函がスタートしたが.

機総|井l発的観点から.将来の惑星探j主に I"Jけ.小

型で向性能の畿iEの開発を U指し.それを実現す

る為には，小仰の高Jモ安定化'ilL尚!と f言紅l性の向い

高!工!'rl~ 引屯iIf，~の製造技術を我闘でも修得したり，

電気 IIII¥告のハイブリ y ド Ie化，あるいは7lL気部品

の表[而実装方法を急ぐ必要性を強〈感じている昨

今である。(まちだ・しのぶ)

お知らせ**************************コE

*ロケット・衛星関係の作業スケジュール( 4 月・ 5 月) 唱g

4 月 5 月
5 10 15 20 25 30 l 5 10 15 20 25 30

M-3SIH M-13TVC 計SJ結合合せせ-.計 i邑器凪イャ筒せ 合せ
M守23TVC 2 段部制 l 立

(日 !m) (1:1 I)下)

132-PL. S I3 -PL 剖括合せ

Eコ ASTRO ・D FM 総介試験

(日産)

MUSES-S 担民動試験

。

。



システム研究会

日時半成 4 年 3 月 27 円ω

場所守而科学研究所本町i 21帯会議場

開合せ先 九i 宙科ザ研究所研究協力諜

共同利用保 0427(51)3911 内融制 2235

{一一二災一切除 5 -520-15号機の打ち上げ

~IU.引| 宇宙の!怯!l.:(立。ヒソグハン切と呼

t 事情H
性三!'21) ばれる大爆発によって始まったと与

えられているが.初め 様なガスの瓜であったも

のが，現在我々が凡ている不均一な.II!や銀刊Iにど

のように進化してきたかは全〈解っていない。こ

れが起ζ ったのは迷い泣い昔であリ. したがって

"i 宙の泡に比えるものである。そのため. もとも

と光として Ij~射されたものが大き主ドップラー偏

絡を受けて，今は赤外線として比えると考えられ

ている。このよ?なヰ二.，山初WIに生まれたと与えら

れる .\1\ や主J{ iii) の光を採るためこ.j':宙背 ;it放射の観測

が 5-520-15号機によって qi われた。

観測は名古反大学攻守ー郁. カリ 7 ォノレニア大学

パ-7 レ 校のグループの共 I ，;J研究として行われ

たものであるが.いつもながら液体ヘリウム冷却l

育翼飛掬体大気突入実験 CRFT2)

3 年半越しのリターン"? ";千となったイ証拠 II~朔

体の大気凶への内突入飛行実験は 2 H15c1早 'WI に

尖施されました。当 H は地上微風で放球可能主条

件でしたが丙から I材が近っき，雨'主をにらみなが

らの竹業を進めた結果.午前 6 II寺04 分有興飛朔体

とロケットブースタを絡載した B 15-79 気球が KS

C の Mfl .t也から放球され高度約 18km の|塗へ ['II] か

いました。レベルフライトに j主した後、機体を発

射J)I "J に Jfl 1けるための気球のお Ill] 制御や CNE の

4ち上げ， 1人Jff [1 屯 iJJil への切り伴えなどのコ 7ンド

が送信され午前 8 時に機体は気球コン|ラから分

離.その l 秒後にブースグに I. l!，火f，;! jJ.亙 67krn まて柄

拘製 II<朔体をー \.11 させました。この後軌道分散に

よる突入安勢ベイ 'i 突入|時のイベント秒時変更の議

噂コ 7ンドが地上から i詰fJ され，本尖験の H 的で

ある大気闘への再突入飛行が子J:Eどおりに実行さ

れました。

この実験は 1988 年 9 II に実施され，気球フェイ

ズで'ok験を断念した l 号機実験に続いて行われた

ものですが、この間に開発さ it た繊紺強化気球は

今 [III の笑験でその何一能を十分に発押しました ω2

~113 円中判 lは地上胤も制< i草1£ 2 時のタイムスケ

ンユーノレ人リの l時}.'，iでは尖 1段目 J能と iリ断されたの

ですが.気球へのガス技入 Im l;， ti の也後に突然吹き

出した風のためにスケジューノレの中附 r. j並れのよ b

r~ となりました。通常の気球ではこの l時，占での中

4

世If て"はう'eERの内使用は不可能て"すが，この繊紺強

化気球は手荒なガス l!xきの1H'I"にもびくともせず.

lJ;'から附リしきっていた桜rJJからの火山 l火もパン

パンとはたいて必 L ， 山般の後|用地無しと判断さ

れて図らずもそのげた迎いの強制さを証明する巳J';

になりました。

新しいことずくめのこの実験のハイライ|のひ

とつは気球からのロケ y [の発射でした。±'1 1 で

の従兄力のない状態でのロケ y 卜の占火および発

射直後の運動はひとつ IllJj主うと飛行方 [il] が大川に

変わり保安 tの II月組を引き起こす可能性もあって，

大変気を使っていろいろな士、j 策を施しましたが中古

巣はどんぴしゃリの干l 卜げが実現されました。

またこの~\..f;永からの分自民とロケ y トの点火に統〈

上昇の様了は気球に格，I在した [TVによって地上に

送信されました(七ページ写真参!I(~ )。この瞬間|モ

ニタ幽 1!Iiの [i，j で歓声が起こったのは言うまでもあ

りません。ホ制ij段階での深伐に AAJ:機体の重心泊

中Fやモータ除j係のアラインメントの科暗!なとー通7;l

のロケントでは必要としない什業をお原Jjいした 'I'

~がありました。

きて肝心の再突入飛行ですが司有拠II~羽1休は軌

道i):I人1:1: .il11過後 RCS による !I，11i卸フェイズからエア

データおよび安力総[!Iiによる宝力制御のフェイズ

へのjjfft状態をほぼ予定i岨りに飛行し完全主司王気

ブJ による飛行状態を述/，';:しました。この後減速を



の望J主3立の打ち上げて'は絞維な操作があるため心

配事が多いものであるが.今回は多少打ち上げ時

A1Jは遅れたが予定日 (2 )J !tf) ピアタリに無*

jJ ち卜げられた。ロケ y 卜の飛矧， eN 波山によ

る姿勢制御も正常に行われ.宇宙亦外似観測装;目

も全< /lIfi:澗に作動した。従米この般的観iJIIIは大気

紋射の出入や，機体からのガスの汚染などに悩ま

されてきたが、今|叶は上空で.カプトンンートの

傘を広げることによってそれらの彩管を避けたた

めか.今までにない素竹ーのよいデータ由、取得され

たI~Hて4ある。

このロケ y トでは千術研と北海道大'"I のグルー

プによる無E力卜における物件実験も行われたが，

t存融金以の無ill))化における柱l転移にともなう屯

気!JHic変化の iJIIJ定にも成功した。ただ処念むがら，

尖験終了後行われた共通機器t古IIの阿収は不首尾に

終わリ， .lJl.ft'/{，(I刈の究明が行われているところで

ある. (!見周治之)

一一風と雨と火山灰と一旦停止とトリプル戸クセル

行いti22状態を継続する千定でしたが.これに移

行する過料で子却l しない運動が発生し QLデータ

を見る限りでは機体は{uf恒lか回転したことおよび

その後安勢を回復しさらに主力飛行を正常に続け

た事が記録されています(ジャンプで転んでもす

ぐ起きる号と 1断 I 後の般討会でフィギュアスケー

}に似l えた人もいました)。但しこの結*rr;'~1去の

成q-J 経路については日|凶iからずれた軌道になりま

した。データの取得については全て正'，:y;'で，この

|削の詳しい運動の敏子とその原因については今後

の般討の結*を待たなければなりませんが. 上言じ

のfJf突入のトランジエノトな状態についてははば

計 l珂通リの紡*が得らiL，またこの不安定現象に

ついて解析することにより実験の目的のひとつで

ある同i±大迎角飛行に附して多くの知弘を得るこ

とができると巧えています。

この実験は規校こそ大きくありませんが所則的

U(I'J である再突入飛行を達成して無事に終了しま

した。気球.ロケ y ト， t品載機器.地 1-追跡系な

どをはじめヰ宙研の技術J，~幣を支える実験妊の特

さんのず1労の粘来，多くの有1.~な成米が1~J られた

ものと俗伝しています。紙 lin を借リて感謝のなを

よしたいと思います。

一旦伴 II については紙面が尽きました。尖はこ

れが数ある中で一番肝を冷やしたことだったので

すが ー。(桁谷Y':文)

(表紙写真 放球直前の有翼飛錫体、

撮影.前山勝則)
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「天女と乙女」一ひてん月周囲軌道へ一一

「天女から乙女が見えますかヲ J .jJ ち上げ以来

約 2 年間，下は向 IjU20~m から上は 153 !i km まで文

守通リ天空去を白伐に飛びまわった天女『飛天」。そ

の終尾を飾るべく iii 凶i された)j周凶軌道投入を直

前にこんな疑問が宝 d、された。早春の夜空に向〈

鯨〈乙女販の 17 スヒカ。「ひてん J はこの星をたよ

りに)j投入時の姿勢を決める。スピカは実視等級

は1. 1等と明るいものの rひてん」の y リコンの

眼から乙 kが手にした麦の h目的先に光るこの星が

見えるかは不明である。残り少い燃料のこともあ

り，議諭の結呆.地上の凡人共の判断よリ天女級

に実際に見ていただこうということに衆議一決，

1H28 円夜「ひてんJ を殺人時安勢に一旦持って

いく姿勢変更マヌーパーが行われた。結*は良好

で，天女僚からの乙kが見えるとの御託古により

月周 lui軌道役人の運用計値lが策定された。

そして 2 )J15 1:1タ卯 J，低気圧接近との f¥l lの中

準備万端の山 III グループ rょうこう」の i~t:m な込 II

川時 II 日を分けていただき臼同方 の場合に備える

KSC20m アンテナグループと相 t土師、深 'j ・両信市 II 近、

との 3 者 i主繋プレーで運用が開始された。

Jlli周子附 lを策定すると共に千書きのヒータ一連

川グラ 7 を I'，手に安勢変 it に 1'1' う RCS 各部の出

ひてん月周囲凱道

(投入時減速量 82m/sec)

Y

111'I' 心慣性座標系
知 1 ，品目軌道 l

平成4年7月までの軌道(黄道面lこ投影)

-6

.I. ...・~-
月周回tJI道」二の rひてん J (想像図)

l立をモニターする I I王.重掠の風邪と 5 ヵ)Jのお

なかを抱えて軌道計画を刊成した T女史. :~勢変

If!の手 :~f* がrll 同]値より 2 度以上紅ったら附 1史する

と豪訴する長援の S 氏，税知らずの Ik ，tj 予定を延

J~J して州みに fll えながら見ザ告の 1£:[ n日に答える余

紛すら見せる姿勢決定 I'll 当の T 氏，心配 4れがある

とすぐに「アソ」と h う癖で併を焼かせるため

「今日は LI にガムテープ貼っておきましょうか J

と (1 いながら安勢・軌道市 IJj ~11 系を取り仕切る U 氏，

そして川の ill1J ポテンシセノレの不純定性 lこ悩みな

がらもベストを尽す軌道決定グルーフ\こういっ

た人々の熱立に支えられて{牛業は!順調に進み， 22

時28 分高度 420 km まで )J に按近した「ひてん」の

2J，~のスラスターは噴射を開始した。力IIi車!主，i"1 か

らのデータは 10分間的噴射がれち上げ前向地燃の

ように極めて正治であることを，-r- L. r ひてん J は

わずか 6 kgの燃料を消費しただけで)J問恒l軌道へ

と投入された。

その後の軌道決定によリ軌道が計I'町 lil:[とほぼ一

致していることも確認され rひてん」は H周阿軌

道上での運用・軌道決定実験，光学航法尖験およ

び宇宙肢の観乱IIJ という最後の任務につくことと主

った。なお現状の軌道を飛行した場合， 5)J 中旬

に長時 IHJの H 陰状態を生じることが千 iJliJ されるた

め 2 k~ とほとんどほをつきかけている残燃料と

相談しながら今後の逆用計画 j を検討中である。

(Jょ杉J'l i ;l，j )
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太陽フレアの謎

国立天文台小杉健郎

太陽7 レアは， 1859年 9 月 1 n ，イギリスのキ

セリントノ (R. C.Carrington) によって発見され

た太陽炎 1M て・の大爆発現象て'ある。役大級のフレ

アでは I032 erg ものエネルギーが ~!JIOOO 秒間 iで肱

山される。これは太陽総放射的 1 秒間分にしかな

らないがー地球的スケールでは l メガトンの水爆

251. 昔、発の燦発エネルギーに相当 L. 地球の 'itt 般環

境に地総公嵐を引き起こすなど.大きな彩鮮を与

える。まずは太陽フレアとはどんな現象なのか町

観自 IIJ ，j> 突を務用しておこう。

太陽の彩服が見える日。料l(水素!京干のパノレ 7一

系列のスペクトノレ線 波長 6563 オングストローム)

で太陽ぷ 1(li を凡ていると ;1.1:';出の(，1'れのili:傍(百日

動~(i!世)で突発的に 7 レアが始まる。小さな的，山

があちこちに現 jしいくつかの制点がつながって

一対的リボンとなリ，次第にリポノのI: H隔が離れ

て何 Aきが部れ.数卜分で終了する。 7 レアの発 'I

頻度は， I，I，!:点数の II 年同 WI に迫随して削減するが.

ヒータ l時には l 円あたり数十例に if することもあ

る。大さむフレアのサイズは太陽 '&1 而の 1 f· 分の

l を越えるが，このような 7 レアは滅多に起こ句

ない。

7 レアの4"体は i市主 ~J ，(iJ或の卜 ZE のコロナ'I'で

総坊のエネルギーが熱に転化することであると椛

i!JI 1 されている。コロナ政坊は直接的には観測にか

からないが，た J;R 1(li て"の "if) 品極刊の境界線(磁気

中十世線)に沿って 7 ィラメン卜(附粂)が浮かん

でおリ.フレアのリボンはこの 7 ィラメントの l山l

制I) に :H 現する。超高温(数 ti- 数 T 万J.U のフラ

ズマが紋射する X 線でフレアを比ると.健気中性

線をまたぐ If~ の Jレープないしアーチが鮒くのが比

えてくる。この紅 1231 且のフ。ラズ 7からの熱が彩服

に 1ムわり， Ila 献の 7 レアを帥 rかすのである。

政X線(光 f エネ Jレギーが 15kcV 位lE 以上の X

線)や 7 イ 7 口被て'見た 7 レアはもっと i前幣 (I~ で

あリ.凶に不すように秒のオーダの時tlI Jで激し〈

変化する成分が， 7 レアのごく初期の数 l 抄~数

分!日 lのあいだに現れる。制 X~ は日エネルギーま

で加速された屯 f が密度の I":)\'" 、ところに飛び込ん

て"-H\ す制動肱射，マイク口被は同じ也子が磁場の

強、、ところに飛び込んで山すシンクロトロン肱射

であるが.この r JI 熱自 ~JJ 屯 f の総エネルギーは

阪に 7 レアの総エネルギーをまかなうことができ

そうな h.i:て eある。起 i高弘プラズ 7はこの電子が浩

リ mす ioil lJJl物かもしれないのである.さらに加速

されたイオンの山す 7線も同様の激しい変化を η、

す。フレアは JI'~ 出に効ヰ'の良ぃ rp ()JUi 車部」な

のである。

さらに，さまざまな観測子段により， 7 レ 7に

f'i'うフラ丈 7手や高エネルギ -f!( fのf~ JTI. 1日1~~ lI J

への j皮 :H. 6，草気 i前常法の発生 などのぷ現象が記

録されており， 7 レアが JI;'I;;~' にダイナミ y クな現

象であることが分かつてきている。

では，フレアの大爆発を引き起こすコロナの舷

坊の形状はいかなるものか? また.いか主る般

場がどのように判 11 1: 11 則すれば効率よい粒干加迷

路をつくりうるのか? これニそが「ょうこう」

が解くべき謎である。 fkX線望遠鋭が詳細に観測

したコロナの形状(舷坊をなぞったと思われるル

ープ附泣が比える)と結令して.似 X糾l世遠鏡が

7 レア;H iエネルギ-'，正干の限る排いを捉えようと

する「ょうこう」の，試みが成功するかどうか.い

ま世界的太陽物JI1t<fの円が「ょうこう J に it がれ

ている。(こすぎ・たけお)

波
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口
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吋
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剛
山
間
剛

極鏑紫外線

鞍X線

申閤X線

使X線

胞子線(電手，陽手〉

o 5 10 15 20 25 30

経過時間(分)

さまざま芯観測手段 I~ よる太陽フレ戸の時間変化
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品i~西村

設立 illf肯には出にその

'I'心として努力されてき

た。

早川さんのご逝去の柑

に，私はある l時代の終討

をトb じた。それは l山市lに

'ii を絡めて.戦後若々し

く花ひらいた昭和初期!の知l性の l時代の終鴬である。

早川さんに前後にお会いしたのは，お亡くなり

になる 10 1:1ばかリ自ljの点京での会議であった。か

ねてより先'I のご不調は伺って騎たが、その業振

りさえ比せずに発可しておられた。会的後，少し

吋間があり、お話しょうかとも思ったがお花公主

主主 rに.そのまま別れてしまった。お帰りになり

すぐ入院されたとの事。 .Eが近くにあることを知l

りながら淡々としておられたことは.先生の fi~ <
引の h'lfill tJ であった。

長い Illl に II立つての学問と人 'I の思耐を失った 7悲

しみは H を迫って深まるのみである。

(にしむら・じゅん)

哀悼

早川先生のご逝去を悼む

店、が早川先生に初めてお会いしたのは戦後間も

主いH百和23年のことである。中~j ノk先生のセミナー

で『宇宙線の勉強Ii l' 川君に教えてn:ったら良い

でしょう』と利介された早川さんは1干の而い白 Pi

の??年であった。そのきらめくようなオ気にl土例

さ h，私はたちまち魅せられてしまった。その附，

巾川さんは雌か24-1であったが， I企れた ~)f'先によ

り.同際的にも良〈知られた第一却のlJf究省であ

仇若干のリーダーであった。戦後の H 本の 'j':而

料lMf賓のみ主らず，素粒 fや'J-:'di 物J!Jh' の発肢は

",! III さんをおいては許7る j~はて"さ主 L 、。

しかし，早川さんの休大さはただ単に催れた学

問的な業制に止まらなし、。その広い悦山と組織力

をもって，いち叩く年聞の&むべき新しい}frr，]を

見山L.それに向けて~;o子を1'，て苧界をリードし

組織して行かれた凸、である。京都大"r の恭礎物迎

。汗究所の教肢として湯川先'I に必くしてwかれ，

共 liiJ利用研究所としての基盤を築き，その後の共

loJWTI 研である附 f 伎研究所 .74 エネルギ一物理 i

"j':(， lf 究所.ヰニ:前科学研究所，核融合竹 7・研究所の

早川先生を偲んで
山下広順

多忙な学長械を，*められながらも研'先への仙熱

を燃やし続けておられた早川先 'I が突然ご逝 1、さ

れたニとは深い悲しみとともに耐えがたい無念さ

がこみ上げてきます。

早川先生は 1959 年に名古医大ザJ:!I!ザ部に'士験的

研究笠を創設され.その研究は 1)，([紋.プラズマ，

宇宙と!ムい分針にわたリー新しい:学問体系を;j(的

て{i)f究の先端を切り IJH いてこられました。 1962 年

に宇百 i'X 料lが発凡されると徐々に研究の 'I"L 、は 'j

'fi.jに移り. 1965 年には L-3-3 ロケ γ トて“わが国初

の1 由 X 械の酷 <Iiltl を行われました。fl:!:に)'・市観

iilt! は 7 線，ま主外~~， ，) j、外線へと臣、がり， その先駆

的研究が今 H のヰ:甫科学の|盗雌をもたらしている

わけです。先生の先見世 l に日んだ戯しい研究桁導

は研究室を不夜城と化し句 'l;:; に前向きな発恕をす

る I，可欠に t揺れた研究明境を生み III していました。

しかし 1970 年前後の大学紛争は先生の研究に犠

牲を住いることになり，珂 1学部長として娯 'll~' 事態

の収拾にあたられました。妥協を Ii干さない紋然た

る態度と千腕は先 '-I を学長にという公述を呼び起

こしました。その II与光 'I は言われました， 60 オを

過ぎたらやってもよいと。それが実現 L ，名占屋

大ザの 5UR: のために尽 }J されておられたのに.志

三I' は'にして逝ってしまわれるとは刊はなんと無 tilJ!

なのでしょうか。

大ザ i徒入ザ以米公私に亘って人ー変お ill 訴になり

ました。これから少しでも思返しをし，ポス手引

をしよう.先 '1'- とー桁にもう-{上半しようと思っ

ていた矢先のことです。この思いは若い研究者を

育てー先生め盟、い ~Ri かれた研究を更に発展させる

ことで報いることになるでしょう。そんな時に天

上から叱資の戸 1が飛んでくるかもしれません。い

つまでも我々の行方を厳しい U で見寸ってトさ， '0
木久の 11K りからいつ党めるともなく ，'Ii: らかに。

(やました・こうじゅん)
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大林辰蔵君さようなら

哀悼

また一人的批け梓えの

ない友人を失うことに主

りました。非常に i孟動的

て'あったnにとって.大変

-'iぞい闘病'!'.i孟て'あったと

思います。特にニニ数年.

休もあまり自由にならず

司も i主くなって「余リ人とも話すことがなくなっ

た」と古って寂しそうにしていた時には.元気で

あった時の君を知っていただけに何とも 1ばしい気

持ちになりました。 2 H2O 日の朝刊J1~~君から科め

亡くなった報せを'5:けた時には.まだ65-4と言う日

本人の'ft~Jh\命から考えても遥かに来い棋を火っ

た 'Jiに IIi]然たる気持ちをと:じ得ませんでし た。

れとは大7 時代か句 'Itt 波fElf，そうして宇宙研にか

け約40年に H って色々とお付き介いのあったこと

を思し汁I: します。特に IIi{利41年でしたか， nが黒部

大やから.J.k大中山航:E研究所に赴任されて以来と

言ヲものは.駒場キャンパスでも|人j之 irti笑験場て凶も

脱出II ロケ γ 卜，料'n桁1止の尖l駿に本当に同じ読の

似を食べるような必らしをした4与を今更のように

平尾邦雄

思いLH します。

'l:tはその他にも，所内ではスベ スンャトルを利

用したセノ、 y ク実験を主導したリ.また外部では

太陥発';{lj~i星や有人宇宙旅行の様主未米の問題に

ついての研究会省庁の世話役をするなど.遺憾なく君

のノ、ーソナリティを発}ij[した前躍をされていまし

た。まだまだ君のマ:識J 能と人望を必要とする人

々が多くいるのに残念なことに右は去っていかれ

たのです。しかし君が特に専門とされた太陽地球

H~J物Pitと井では.也被間接に指導された研'允者によっ

て「あけぼの」から多くの同党ましい紡~が得ら

れていますし rGeotailJ も|目1 もなく上がろうとし

ています。セノマ y クの第 2 図 U の尖験もやがて行

われると 1mいています。ニれらのプロジェクトの

成*が」よる4TH二、わが|耳や世界の研究者逮が大林さ

んを思い Hiすことでしょフ。討もまだまだやりた

い 'I>は似山あったことでしょフ。我々|吋 fl，f\)大変

桟念、lこ且lっています。

しかし今は人;林さんどうぞ安らかに ~j·:·l.i·i の何処

かでお休みください。さようなら。

(ひらお くにお)

大林辰蔵先生のご逝去を悼んで
大家覚

Jえ々の敬愛してやまない大林辰 liii先生は.なが

くご|訓jl~ 'I'でしたが.容態が急変 L.2 }J 19 L1 政.

ご滋去されました。 Jえ々は深い点しみの ιI' にあリ

ます。

先生は. 35-4の若さで.京都大学教授にHiか t し

持前の.人的心をとらえてやまない熱古:で. '(:'1

の指導に当られました。当時'tt l陶を受けた計 j11 ま

いま. 45-50 -4代の鈴々たるメ/パーとして.各

界でii' i i起しています。巧みな tl1 報収集 )J と f担割 l 屯

問題の中から~1i i紫な解答を捕さ tH すゆ n語力は.抜

鮮のもので. 40 -4にしてすでに 100 耐をこす l吋際

誌にぬ械のオリジナル論文を完成していました。

したがって 1£1 際的にも ~I' 常に信頼されていました。

またその後許された教科書「字山宅問物理プ)は.

ll<凶の宇宙空間 l物理 7 の自 IJ 始 Ii としてもお一人目

であることを任すものです。

先生が点大 'j·:'1 巾航空研究所に教校として彬られ

た後. 1970 年代は 'j: 而科 t干の脊維に満ちた~~Hf i時

代でした.さらに. NASA との協 )J の ill を妬いた

1980 年代は.チセレンジャー事故のように. NAS

Ali 刊の苛憾の時代とも よっかりました。内外に'主

じた問題は決して少なくなかったのですがー先 '10

は.開拓の ill を決してひるむ・ I> なく jffi み.その努

力はいま.後続の白 i主にひきつがれました.

II/:W て1日'j <，n'f面されている「あけぼのJ i~ilil は，

大林先生とともに歩んだ開拓者述によってよみが

えったフロジェ 7 トであり.いま打ち上げがせま

った rCEOTAILJ も NASA と lSASの 1 1:1 1 に'色れた

|品 JJの道の先にひきつがれています。

全ての大林先生のご努力は.大きく 'j ・'ri付十qーの

開拓史にのこるものです。いま(j:.先 'I が'j-: 'I山内

fllJi主主そのもとにあって.安りかなりんことをIiiっ

ています。(おおや ひろし)
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成尾芳博

前山勝則

丸田さんを送る

昭和30年に京大月~ 1て学研究所に人所されて以*.

*大航'争研究所.東大'j 街航空研究所，宇宙科学

問究所と三 i 数年の長きにわたって航空'"j-: 'I問'閥係

の研究に撹われた丸田さんが.ζの 3 月末に定年

です:街 fiJf を去られます.丸田さんに初めてお会い

したのは 16年ほど前のことです。まだ私が大学院

の学生の頃「組合i生タービン爽の風洞試験をした

いのて'すが。 J といって駒場キャンパスの35号

館を尋ねたところ.災験万法についてご教示下さ

っただけでなく.原動機部内風洞試験設備をそれ

は事細かに説明して卜さいました。 r学'七の身で

ある店、にこんなに時IHI を ;j~Jいて下さってJ と当時

ずいぶん恐縮したことを覚えております。その後

しばらくの!HIはキャンハス内で綴れi主う程度であ

りましたが.店、の会釈にそれは丁寧にお符え下さ

る丸問さんに‘全てに i主観した老教般のような

(失礼/その可iは勿論まだおぶかったのですが)

:与問%を感じて敬愛の念を抱いておリました。そ

んな丸岡さんと一緒にf-I: '1\ をする機会を得たのは.

液水/i在般ロケソトエノジ/の開発が怯地を迎え

ようとしていた 104'紅 liijのこと。 r )UJI さんが減

水実験 liE に iJ11 わってくれることに主ったよ 4 とい

佐瀬さんを送る

'I'州 i釘逃のある地点にくると佐瀬さんの円がキ

ラリと光る。片 .qE hドで転んだ場所だそうで.パ

ンクミラーを H見む検， IJi が暴走族的若Iiのように続

きます。そういえば. 70 キロしか出ないJl i を修理

屋に巡ぷ途'i人無謀な ill 越しをしたムスタングを

そのボロ Iii でJI -1\1 こ抜き返したことがありました.

ほんの=年前のことです。ぷいんて'すね。

へアだって. iiH 'iとした森休か茅葺き屋十 H. -~

I商の同つぷ iJ i曲さない@カラオケも . lU:払なんて

とんでもなも、。余裕のある声i止とすがすがしい発

声て fjil) え 1% r'l、帥のひとよ J (ヤげ、シチョ y ト

古イカ)を披以すれば.同席したヤングi主も魅了

されます。スキー.スケ- ..ベースボール.M

をやらせてもオ兄チャン達の尚がたちません。

そうです，どこから見ても.休漏1さんは実にお

:Hいのです。

あるL1.同LJ車中.中と，休瀬さんの年齢を尋ね

てみて.みんな初めて気がついたのです。すでに

して除制さんも定年を迎える歳でした。

戯れに在母を N負ってみたらあまりにも軽i誌な

う抑i次先'七の汀

3告を IHI き. どれ

ほど心強〈思っ

たニとでしょう。

以来 10年余リ.

fJt 試体に精iJftし

たスタンドfiEの

チー7 としてご

前E起きれ.液水

エンジンの開発

に多大な抗献を

されました。級

官にして妥協を許さずに進める仕事ぶりには枕か

されるメーカーもあったようですが.我々には頼

もしい限リであリました。三十数年の 1 1:1 1 に. 七人

もの先生の下てw研究生活を i25 られた)LUI さんに

「お桜 iL械でした I J と心から HI予をお送りした

いと旦い、ます。そして1225 な ~11 ，識のドに'市に我々

にイUI主な示唆を与えて1、さいましたことに屯ねて

感測を欣します。

ごi且ij;~j去も続々お元気でニ ilri~M されることをお

祈りしております。

のて'あらためて

母親の曲告を知覚

し傍然としてし

まった詩人がい

たけれども.店、

たち L. うっか

リ大J.J~むことを

忘れるところで

した。怖の下に

もカメラの前に

も時 1:.11は縦突に

流れていためて寸.

レンズを過してフィルムに帯鎖された佐瀬さん

の30布余年にわたる仕事の成*は，幾年にもわた

って研究所の財産として役立ってゆくことでしょ

う。 NTC' KSC.SBCの各尖験場に4犬し設i置

された船影装"'"は.今後なが〈我々後輩の{土J与の

止:It:装前としてがi 附いたします。築かれた所内外

の人/lll関係は大切に引き継ぎます。

いつまでも.軒々ししご1:1 他に/

-10ー



定年退職にあたって

丸田秀雄

1981年'j':'rh航宅研究所の&*Jlに当爪科学1結局t

1J 上ロケ y ト開発研究分野と凶わりなかった広が，

将来の液体水素燃料を用いた無公告ガスタ ビン

エンジンに関心をもちと宇宙研で研究中の減水/液

般ロケ y トエンジンに魅))を感じて. 30年近くお

世話になった凹中英f.!~先生の慰留をも聴かずに，

新設宇宙科学研究所への移行を希望しました。当

時のtn~では司定年まで10年 j[i:くありまあ 10年あ

れば減水エンジン袈ぷ且ぴンステムの研究開発も

進みそれ主リに成果がHI るであろうと，そうなれ

ば.早晩液水ロケァトエンジンの打ち上げがあり.

退戦後その前縦振。)を「焼再Iのお湯わリ J で喉を

制しながら語り明かす ーこんな到.~~手IJのターを単

純に抱いていました。

そん主わけで. '87年 11)] に実地したエキスパン

ダーサイクノレ液水/波固まエンジン ステージ燃焼

試験が終了した時山でDIJ Th研究を淋統しないと分

かった時は，誠に残念でした L. 'l:'1出jiJf改組時の

進路選択が II かった..J';. を後悔しました。

それから祈くは. 1 1 1m が無刊一に僚かしくなリ駒

場キャンハスに出かけてみました。航空学科高 III

III. イヒ村研雌 113. 山 U君らと興 jilJ 7 ラ> 7-) 執 II'J

や尚速回転 ~".!7IJ 試験機などの実験装招を 1m にして

研究状況を話し合った l時は.何か身体が桝肱され

た安らぎを!岳じました。

きて，京大製工 OJI との出会い Ii ，機械試験所の

上百 i問中英穂先生が昭和 130 年 7 月に京大型工研に

~l:ff: されました。定かでないが 8 H~i 司疋上司渡

辺洋技白から「丸田村.庄工研の凹 rl' 先 'I'. のとこ

ろで 3 年f1"勉偵してこいよ J と懇切 l 寧に諭され

て理工日 fに移ることを決芯しました。係か初出所

は 12 月 14 日で .m 門だったように記憶しています。

当時ターボジェ y ト研究部門は八回先生.問中

先生.職 n. 大学院生.航空学科両問先生で総勢

8-10名でした。戦後航1R部門復活問むない頃で司

二次疋直線興祈l風n，1やlii段軸流回転.IMリ試験機等

が20号館内に泣いてあったように記憶しています。

研究背も之しく注目八問先ゴーを初め全以で脳付工

事や電気動力百|配線工事等を行ったものです.試

験装置はやがて. U1;圧的'i~谷以別プロ プ，ホ y

トワイヤプロープ 3 孔. 5fLビートプロープ等

計測センサーの試作と相まって軸流圧縮機の非定

市内部流動に|民lする地図失速の研'先に貢献したの

です。そして ME回火i卓と典9"IJ特性との|品j係を翻べ

る尖験中に全動興を破Hiする大きな事故を起こし司

研究にご迷惑をかけました。

その後日本経済は急速に向上 L. 航宅部門では

V/STOL機.航ZE安全.騒71・公害等の研究を取

り|げることになリ;ました。設備も多段軸流回転

w列試験機 i重音速lilf立軸 i*U干布'fi機，騒背研究用

凶転興抑l試験機. f.止乱流拠列風1問.循環式拠列凪L

II，;!守ーが順次新設されました。 - Ji. 大学院生も年

々多くなり、 ~QJ亨IJ フラ >7ーに l期する研究も加わ

り研究RoW})は益々雌んとなりました。そんなわけ

で，宇宙研改組までの 26年 IMI，主としてターボ機

械の実験研究に燐わっていました。

'90年 7 川稲谷先生がドイツから帰包1 されたので.

今後の研究活動について相談しました。その際.

:W 1r述風1同 (Mach=4) を持l いて~草案ガス(推

it主張代用)を峨山する次期l ロケ y 卜 M-V{ 1 /1 00 ス

ケール)の I. 2 段切離し (Fire intheHole)

ンミュレーンヨンテストの計 l耐l奈が持ち出され，

私が主主:.tガス供給 y ステムの計画を担当すること

になりました。現在 2 次切離しシミュレーンヨン

テストの他全機( 1/60 スケー Jレ)雫力特性試験が

終了した段階ですが，店、にとっては.国体ロケッ

トとの披相 Jでf副長の実験研究と主るので、点先の

まま去るのは心残りです。

返職するに当リ. M-V ロケ y トの開発研'先の機

会を年えてくださった中山、稲谷 f~1 先生に深〈感

謝欽します。(まるた・ひでお)



密 【レンズを通して36年] 佐 j布!育男

日本初衛星「おお守ゐJ 1970.2.11 rひてん」と ri d:ごろも J 結合 1988.11

ロケット発祥の地

1985.12 道川

有翼飛矧体実験

1986.6 能代

大気IJJ(実験

1991.5 三陸

M-V 型ロケット模型

1991.8KSC

•

19飽 10 能代

制学衛星「ょうこう」打ち上げ 1991.8KSC

カメラのレンズを jlft して 36年間宇宙科予研究 rJr の発以を H の当たリに見て参リました。十トザ

の進歩の速さにあらためて結くとともに.今後の発展に大きな希明を抱いている 人です

長い!日 lの御協力を心より!感謝放します。(させ・いくお)
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